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夢をかたちに－今こそ未来への出発点－

第３０回 卒業式式辞

A bright future will be yours. You have just started toward it.
夢・勇気、未来への羽ばたきの日,千葉県教育委員会より北総教育事務所長

南雲一夫様をはじめ多数のご来賓・保護者の皆様のご臨席を賜り,本校第３０
回卒業証書授与式が挙行できますことは, この上ない喜びであります。
ただいま, 卒業生２７７名に卒業証書を授与いたしましたが, 卒業生の目の

輝きに, 本校での３年間の教育課程を修了したという達成感とともに新たなる
夢の実現への意志を感じました。

皆さんにとって, 成田国際高校はどのような生活の場であったでしょうか。
希望に満ちて入学した 3年前の 4月 7日の出会いをスタートに, 発見と学び

の日々の学習, 汗と涙の部活動, 自立と主体性をめざして取り組んだ生徒会活
動, NARIKOKUらしさを進化させた学校行事等をステップに, 皆さんは成長し
てきました。

「アンニョンハセヨ」, 勇気をもって発したひとことから交流が始まった韓
国修学旅行での姉妹校訪問。平和への祈りをこめて作製した３千羽の折り鶴パ

ネルは, 日韓両国・両校の友好の印として果州外国語高等学校と統一展望台に
贈られました。歓迎会での姉妹校の生徒と心を合わせて歌った韓国語での「雪

の華」が, 今, 風になってこの式場に響き渡ってくるようです。
「ＮＯ ＰＡＳＳＩＯＮ, ＮＯ ＬＩＦＥ」, 成国生の英知と連帯の輪が第

３０回という節目の雄飛祭に生命（いのち）を吹き込み、パッションがかたち

となった感動の文化祭・体育祭。成国生一人一人が輝き, NARIKOKU が一体
感に包まれた雄飛祭の創造にリーダーーシップを発揮し, 本校の歴史に確かな
一ページを書き加えてくれました。皆さんの真摯な取組みの姿勢と成果は, 在
校生が継承し, さらに発展させてくれることを確信します。

昨年は, 教育界において, いたましい残念な出来事が発生しました。いじめ
や 必修科目の未履修問題などが次々に社会問題化しました。

国の内外を見ましても, 考えさせられる出来事は, 日々起こっています。 起

こっている折々の出来事について問題意識をもち, 自分の頭で考え, 自分の意
見をもつことが, 「いま ここ」に生きている自分を認識することとなり, 激
変する国際社会に生きている証となります。

皆さんがこれからのグローバル社会を心豊かに逞しく生き抜くためには,
こうした社会情勢であるからこそ, 未来志向と成田国際高校の校訓の精神が社
会で発揮されることが求めれています。
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節目の第３０回の卒業に当たり, 卒業生の皆さんと雄飛会のご厚意により国
際交流棟に成田国際高校の「校訓」が英語で掲げられました。

① 真摯 Sincerity ② 創造 Creativity ③ 友愛 Freindship の 3訓が世界と
の交流, ことばと文化, こころをつなぐコミュニケーションのシンボルとして
本校のアイデンティーにさらに輝きを与えてくれることでしょう。

Narita Kokusai High School students, be sincere！
Be creative ! And be friendly!

It is a bright future that you can create
for yourself with passion.

I hope you will contribute
to the world.

保護者の皆様には, お子様のご卒業 誠におめでとうございます。また, 本校
の教育活動の充実発展に向けて献身的なご尽力をいただきました。心から感謝

申し上げます。

卒業生の皆さん, 今日まで温かく見守ってくださったご家族の方々の深い愛
情と山口 等 学年主任を中心とする３学年の担任の先生をはじめ指導してくだ

さった先生方の期待, そして共に学んだ仲間との絆を胸に, 大きく世界に羽ば
たいていってください。今こそ未来への出発点です。

夢なき者は努力なし。努力なき者は成果なし。成果なき者は感動なし。

夢をかたちに, なお一層精進され, 国際社会の様々な分野で活躍されますこ
とを心から祈念し, 式辞といたします。


